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Abstract  Methane gas generators, which received social attention in the 1920s, were developed by 
non-experts, and were expected to bring improved living conditions, but they were not put to practical use. The 
methane gas generator which was an appurtenance of the Meikei-ryô dormitory in Japan Women’s University 
(JWU) was developed by NAMIKI Kisaku, an unknown youth, and sold by Nihon-metan-gasu-shôkai (the Japan 
Methane Gas Company). This invention generated methane gas from raw garbage that could be used for cooking. 
It was thought to solve three problems related to, fuel, sanitation, and home economics, at the same time. 
Dormitory students have studied this knowledge from the standpoint of them, and the fact that the dormitory 
was equipped with the generator demonstrates that JWU’s dormitory was functioning as a living laboratory. We 
examined the above using documentary materials of that time. 
Keywords: living laboratory, improvement movement of living conditions, housing improvement,  
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４．明桂寮のメタンガス発生装置の概要 
 明桂寮に取り付けられたメタンガス発生装置は，
寮が開設された 2 年後，1929（昭和 4）年 11 月 25
日に，「その設備が完成したので，設計者の並木氏外
数名の関係者が集つて，その発火試験を」19）行った
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14） 朝日新聞，1925年 5月 21日付朝刊７面，1925





























昭和 5年 1月 10日付 10面 
21）家庭週報，1011，経済的国難去る燃料問題の解
決―並木式メタン瓦斯発生装置の完成（日本メ
タン瓦斯商会広告），昭和 4 年 12 月 6 日付 18
面（家庭週報，1012，昭和 5年 1月 10日付 10
面（上記「其後の経過漸良」の直下）にも掲載。） 
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1923 年から 1935 年までの特許および実用新案
公報の悉皆調査を行った。https://www.j-platpat.
inpit.go.jp/（2019年 6月閲覧） 
24） 願書番号：昭和 3 年第 7360 号，出願：昭和 3
年 4月 4 日，公告：昭和 3 年 8月 13日，代理
人：弁理士 日高吉三郎 外三名 




















斯装置を見る，昭和 5年 8月 15日付 10面 
29）「五六人の家族なら，最小の六尺槽で，三百五
十円から四百円迄で出来るとのことです。」と
あり，上述の中沢美代も「私のタンクは最小規
模のもので，六尺立方，工事費の三百五十円は
廉でないように聞こえますが極めて堅牢を要
するものとしては不当とは思へません（下線筆
者）」と述べている。 
なお，明桂寮のメタンガス装置については，具
体的な寸法など，記録からは不明である。 
30） 1960 年代に明桂寮の寮生であった人物からの
聞き取りによる。 
（中野夏貴：佐藤功一による寮建築の研究─日
本女子大学の明桂寮を対象として，日本女子大
学家政学部住居学科卒業論文，私家版，（2015）） 
31） 佐藤功一：住宅建築衛生篇，早稲田大学出版部
（1931） 
なお，本学目白図書館，家政学部住居学科には，
「佐藤功一述」とするガリ版刷りの小冊子が所
蔵されている。これらと，『住宅建築衛生篇』
の内容はほぼ同一のもので，これらのガリ版刷
り冊子を編集・合本したものが当該本であると
考えられる。 
ガリ版冊子では，『給湯』（1926），『暖房・冷房』
（1928），『便所』（1928），『住宅の照明』（1929），
『水』（1929）などを確認しており，発行元は，
家政館と桜楓会実業部のものがある。実業部に
よって，販売されていた可能性もある。 
32）佐藤功一：住宅講座 住宅の台所―勝手・炊事
場，住宅と庭園，5-6，272-304，1938年 6月（佐
藤功一全集刊行会：佐藤功一全集（第４巻）住
宅雑纂，土木建築工業新聞社出版部，309-342，
（1941）に再録） 
なお，7）で掲げた中野・薬袋論文（2016）で
は，この記事の初出を 1928（昭和 3）年として
いるが，今回の調査では確認できなかった。ま
た，その根拠は，米山勇の博士論文の注釈（佐
藤功一の「建築―都市」観とその影響に関する
史的研究，第１章，34，注釈 41（2005））であ
ると思われるが，どちらも誤記であろう。 
33） 保岡勝也：汚水浄化とメタン瓦斯（住宅の重要
設備，鈴木書店，108-114（1933）所収） 
 
（注）本稿では一次文献の引用に当たっては，旧字
体は新字体に改めた。 
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